
　まもなく冬休みに入ります。学校が休みになると家の中でネット・スマホ・オンラインゲームに費やす

時間が増えることにより、ネットや SNSを通じた事件やトラブルが非常に起こりやすくなります。

　その中でも、オンラインゲームでの  「出会い系被害」  が、小中高生の間で多く起こっています。

　純粋にゲームを楽しむだけのはずが、なぜ事件やトラブルに発展してしまうのでしょうか。オンライン上

で出会った人とゲームをすることからどんな“危険”に巻き込まれる可能性があるのか学び、普段からど

のようなことを心がけるべきなのか一緒に考えてみましょう！

オンライン上での出会いがキッカケに！ 

―　福岡市教育委員会　―
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ボイスチャット機能とよばれる「相手と通話をしながらゲームができる機能」で起こりがちな

のが、個人情報の流出です。「ネット上の知らない相手だし、何話したって平気だろう」

といった考えから、自分の名前や年齢、学校、住んでいる地域などの個人情報を話してしま
うことで住む場所を特定され、待ち伏せやストーカー被害などにあうケースも …｡また、
仲良くなった相手に言われるがまま、わいせつな写真を自撮りして送ってしまいネット上に

ばらまかれたり、脅迫されたりする 性画像の被害が男女関係なく起こっています。

ゲームにはペアを組んだりチーム制でプレイしたりするものがあり、ツイッター上などで

相手を募集し面識のない人と一緒にプレイすることがあたりまえに行われています。「オ
ンライン上でゲームを一緒にするだけ」  と安易な考えで繋がりがちですが、その繋がりが
危険への第一歩になることも …。相手に不信感を持たれずに近づく手段としてオンライン

ゲームを利用し、あなたと繋がろうとする 犯罪者が潜んでいることもあるのです。ネット

上だけの付き合いだからと油断してはいけません！

会いにいかなくても危険！？

どうして会いにいってしまうの？

オンライン上で一緒に戦ったり遊んだりすることにより仲間意識が芽生え、チャットやメッセージ

でプライベートなことも話せる仲になると相手をすっかり信用してしまいがちです。そのうち相手
から「趣味が合うし会って遊ぼう！」  「課金アイテムが買えるカードあげるから会わない？」など
と言われ、つい会いにいってしまうことも。しかしネット上の知らない相手と会うことは危険です。

最初から目的はゲームでなく 「あなた」 である場合もあるのです。性的被害や暴力、

恐喝などのトラブルにあってしまうかも …。実際に誘拐されるという事件をニュースでよく
見かけるようになってきました。

オンライン上で出会う人の中にはあなたを狙う犯罪者が隠れている可能性も。

どんなことを言われても安易に会いにいくことはやめよう！

チャットやメッセージで個人情報を教えることは危険！

冬休み中も「安全第一」でネット（SNS）を正しく利用しましょう！

＃相手募集〜

15歳の〇〇だよ
○○に住んでるよ

この人、
いい人だな。

「出会い系被害」にあわない為の心構え


